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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

雀宮駅周辺地区

平成２５年７月

栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし ●

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定

見込み ●

-
その他の
数値指標2

通行環境の改善の満
足度

％ 10.2 17.3

評価値は２３年度の
推計値であり，最終的
な実貸出点数は
899,098点あった。
市立南図書館の開館
が２３年７月であった
ことから，７・８月貸出
点数を基準に年間推
計をしたが，開館直後
かつ夏休み期間中の
特異月であったため，
評価値と確定値に差
が出た。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駅東口において，利便性の高い駐輪場
等が整備されたことなどから，駅周辺の
課題であった放置自転車・路上駐車につ
いて，満足度が向上した。

市立南図書館の開設で雀宮地区をはじ
めとする市南部地域における図書館施
設の利用環境が改善され，行政サービ
ス機能が向上したことにより，図書等の
貸出点数は大幅に増加している。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駅周辺道路の整備が進められ，駅への
アクセス性が高まったことから，通行環
境が改善され，満足度が向上した。

その他の
数値指標３

雀宮地区の図書館施
設における図書等の
貸出点数

点／年 118,015 1,460,422

13.2 -

1,189,041 H25年4月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

その他の
数値指標１

放置自転車・路上駐
車の状況に対する満
足度

％ 8.2

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

目標値の達成には至らなかったものの，
23年7月の市立南図書館の開設等によ
り，満足度は向上した。

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

9.9 △ - - -

- -
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

目標値の達成には至らなかったものの，
駅関連施設や駅周辺道路の整備を行っ
たことにより，満足度は向上した。

指標３
行政サービスなどの
施設に対する満足度

％ 6.0 20.0

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駅関連施設の整備等による駅の交通結
節機能の強化や市立南図書館及び県立
宇都宮工業高校の開設などにより，駅利
用者数が目標を大幅に上回った。

指標２
まちの快適な空間に
対する満足度

％ 3.2 10.0 4.8 △ -

6,634 △ 8,486 H25年7月 ○ -

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

指標１ 駅の利用者数 人／日 6,500 7,150

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

駅周辺の基盤施設の継続的な整備の実施 ・駅西口周辺道路や雀宮駅西口駅前広場の整備 ・平成24年10月に雀宮駅西口駅前広場の供用を開
始した。また，駅西口周辺道路については，国，県，
市が役割分担をしながら，整備を継続して実施して
いる。

駅西口周辺道路の整備については，今後も着実に市道の整備を
進めていくほか，整備した道路網と接続する周辺道路（国道４号や
県道雀宮駅前停車場線など）と一体となった円滑な交通ネットワー
クの構築を目指す。

・成果を持続させるために
行う方策

地域核拠点となる施設の一層の利用促進 ・みなみ図書館祭の開催
・子どもフェスティバルの開催

・地元の小中高校との共催によるイベントなど，地
域が一体となった取り組みが実施でき，幅広い世代
に対する施設のアピールができた。

イベントの継続や講座等の実施により，より一層の利用促進を図
る。

住民のまちづくり活動の支援 ・まちづくり活動支援のための活動場所の提供
・イベント開催時の企画・実施支援

・環境美化活動や地域内交通の検討などが行わ
れ，まちづくり活動の活性化が図られている。

まちづくり活動を行う地元組織との連携を図り，継続的に支援を
行っていく。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項



雀宮
すずめのみや

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区
ち く

都市再生整備計画　（精算報告）

平成２５年７月
栃木県　宇都宮市



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 65.1 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 Ｈ１５ Ｈ２３

まちの快適な空間に対する満足度 ％ Ｈ１６ Ｈ２３

％ Ｈ１６ Ｈ２３２０．０％
文教施設等の整備による事業効果を計るために，行政サービスなどの施設に対する満足度
を指標とし，現在のポイントの３倍強の増加を目指し，20.0％を目標とする。

計画期間 交付期間 23

雀宮駅周辺の居住者及び駅利用者へ，行政サービスなどの施設に対する満足度を５段階評
価のアンケートを行い，４以上の評価をした人数を回収者数で除した数値

【まちづくりの経緯】
・雀宮地域の歴史は古く，古墳時代には多くの古墳が築造され，多くの人が暮らしていたとみられる。また，古くは東山道が通り，江戸には日光街道が通っており，人の往来が多い地域であった。江戸時代には宿場町が整備され，現在の国道4号のＪＲ雀
宮駅近傍が地域の中心として賑わったとみられ，明治時代に鉄道が整備されると雀宮駅が開設された。第２次世界大戦中の昭和１７年に現在の自衛隊宇都宮駐屯地に軍需工場が作られ，その周辺に商店街などが形成され賑わって発展した地域であ
る。
・明治２２年市町村制施行により雀宮村になり，昭和３０年に町制施行で雀宮町になり，同年町村合併法により宇都宮市に合併する。
・近年，雀宮地区の自治会連合会を中心に地域の活性化を図る機運が高まり，平成１５年４月に雀宮地区まちづくり推進協議会が発足する。

【現況】
・ＪＲ雀宮駅はＪＲ宇都宮駅から距離にして約８ｋｍに位置する南に１つ目の駅であり，現在，改札は西口のみ設置されている。雀宮駅周辺地区の現状として，南北に走るＪＲ宇都宮線により東西に分断されている状況にあり，駅東側については土地改良
事業などが行われた田園地帯が広がる自然的な土地利用がなされ，駅西側については南北に走るＪＲ宇都宮駅と国道４号を軸に住宅系の市街地が形成された都市的土地利用が進んできたが，その一方で公共施設は少なく，市南部の地域核拠点に
ふさわしい施設を整備することが求められている。
・雀宮駅利用者数については１日あたりの駅乗降客数が，最近５年間で約１千人が減少（Ｈ１５雀宮駅利用者数　約６．５千人／日）している状況にある。
・駅東側については，都市近郊農業地域としての発展を図ると同時に，テクノポリス開発計画の一環として雀宮駅東部に位置する東谷・中島地区の開発の進展などの新たな開発動向に対応する必要がある。
・駅西側の駅前広場や駅前通りは昭和４７年に都市計画決定がされているものの未だに都市基盤が整備されていない状況にある。西口広場は狭隘であり周辺道路も狭く，又，駅の東西を結ぶ踏切には歩道がないため，雀宮駅周辺は通勤・通学時間帯
には自動車・歩行者，自転車などが錯綜し危険な状況にある。
・雀宮地区市民センターにおけるホールや会議室の稼働率は高く，市民活動が活発な状況にあるものの，ホールやギャラリーなどの文化施設は特に少なく，発表の場として周辺市町の施設を利用している状況にある。

　大目標：駅機能の強化や文教施設の機能集積を図ることで，宇都宮市南部地域の都市拠点にふさわしいまちを形成する。
　　　目標１　地区の玄関口となる駅関連施設等の整備をすることにより，雀宮駅を中心とした利便性と安全性の高まった多様な都市機能を備えた地域核拠点を形成する。
　　　目標２　駅周辺の道路・踏切・東口駅前広場等の基盤整備を実施することにより，駅へのアクセス性，交通安全性，快適性を向上させる。
　　　目標３　駅東口に文教施設を中心とした都市機能の集積を図ることにより，図書館利用の機会均等化や地域の交流・生涯学習活動の支援・育成等を図る。

従前値

都道府県名 栃木県 宇都宮市 雀宮駅周辺地区

・ＪＲ雀宮駅は現在東口が開設されていないとともに駅直近に東西に連絡するアクセス路が整備されていないため，駅東口の開設と東西自由通路開設により交通結節点機能を強化する必要がある。
・雀宮駅周辺は道路が充分に整備されていないため，駅へのアクセス性をよくするため道路の整備・拡幅をし，又，ＪR宇都宮線により東西が分断された状況を改善するため踏切の拡幅等の整備をし，交通の利便性や安全性を向上する必要がある。
・駅東側については，開発が進む雀宮駅東部に位置する東谷・中島地区との連携強化を図るには，東西道路や駅東口駅前広場の整備が必要となり，又，都市拠点の拠点施設として県立宇都宮工業高校の移転と市立南図書館の新設を核とした早期の
公共施設整備が求められる。地区の東側に位置する一級河川田川が洪水予報河川に指定され，地区内に浸水想定区域に指定される箇所があるため対策を図る必要がある。
・駅西側については道路などの都市基盤が充分に整備されていない状況のため，駅前広場や駅前通りを中心とした基盤整備の実施に向けて，地区特性や住民意向を踏まえた多様な整備手法を検討し，地区整備方針をとりまとめる必要がある。
・活発な市民活動への対応や，今後，更なる活動が期待される市民・NPOの地域活動・コミュニティ活動を支援する観点からも，市民活動や芸術活動など，多様な活動主体が活動・発表できる環境づくりが必要である。

・雀宮駅周辺地区は，交通拠点や地域生活・文化拠点としての機能集積に向けて地域の拠点としてふさわしい市街地整備や交通基盤の充実を図るともに，拠点施設を先導する中核施設の整備が必要であり，第４次宇都宮市総合計画基本構想（平成９
年），宇都宮都市計画マスタープラン（平成１２年）において，市南部地域の都市拠点として，秩序ある都市基盤整備や土地利用の高度化を行い，商業機能などの都市機能の集積を図る位置づけがされている。
・今後，雀宮駅周辺地区においては，市南部地域の都市拠点にふさわしいまちづくりを推進するため，交通拠点や都市基盤整備などの都市機能の充実とともに，駅東口への県立宇都宮工業高校の移転や市立南図書館の新設により文教施設の集積さ
れた文化機能の向上したまちの形成を目指していく。

雀宮駅周辺の居住者及び駅利用者へ，まちの快適な空間に対する満足度を５段
階評価のアンケートを行い，４以上の評価をした人数を回収者数で除した数値

行政サービスなどの施設に対する
満足度

目標値目標と指標及び目標値の関連性定　　義指　　標

７，１５０人／日
駅舎整備や自由通路等の整備による事業効果を計るために，雀宮駅での乗降客数を指標と
し，駅の利用者数の１0％増加を目指し，7,150人を目標とする。駅の利用者数 雀宮駅での乗降客数 ６，５００人／日

東口駅前広場や道路等の整備による事業効果を計るために，まちの快適な空間の満足度に
対する満足度を指標とし，現在のポイントの３倍強の増加を目指し，10.0％を目標とする。 ３．２％ １０．０％

６．０％



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
　

方針に合致する主要な事業
整備方針１（南部地域の拠点にふさわしい都市拠点の形成）
　　地区の玄関口となる駅周辺の整備を進める。駅東口広場の開設や駅舎等の駅関連施設の整備と併せて駐車場や駐輪場や調整池を整備することによ
り利便性と安全性の高まった，まちの顔にふさわしい都市拠点を雀宮駅周辺地区に形成する。

地域生活基盤施設（東口駅前広場）［基幹事業］
地域生活基盤施設（駐車場）［基幹事業］
地域生活基盤施設（駐輪場）［基幹事業］
地域生活基盤施設（調整池）［基幹事業］
地域創造支援事業（橋上駅舎）［提案事業］

整備方針２（交通結節点機能・交流機能の強化）
　　駅へのアクセス道路や周辺の道路の整備を進めて，駅へのアクセス性を向上させ，雀宮駅から東側に位置する東谷・中島地区などの近隣地域の開発
の進展にも対応できるようにする。又，自由通路の開設や踏切の拡幅により駅の東西の連携を確保し回遊性を向上させ，交通結節点機能・交流機能を強
化するするとともに，駅舎や駅前広場の整備と併せてまちの快適な空間を確保する。

道路（市道5730号線・1753号線・1380号線・713号線／含羽牛田街道踏切・市道5777号線・
市道5778号線・市道5744号線・市道6149号線）［基幹事業］
高次都市施設（自由通路）［基幹事業］

整備方針３（地域の文化機能の向上）
　　県立宇都宮工業高校の移転と合わせて複合施設（地域交流センターと図書館）を新設し，図書館利用の機会均等化及び地域の住民の生涯活動の支
援・育成を図り，文教施設を集積し文化機能の向上したまちを形成する。

高次都市施設（地域交流センター）［基幹事業］
地域創造支援事業（図書館整備）［提案事業］
（県立宇都宮工業高校整備）［関連事業］



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 宇都宮市 直 延長L=400m 18 22 19 22 219.3 219.3 219.3 219.3

道路 市道1753号線 宇都宮市 直 延長L=740m 18 22 19 22 231.4 231.4 231.4 231.4

道路 市道1380号線 宇都宮市 直 延長L=140m 18 22 20 22 21.0 21.0 21.0 21.0

道路 市道713号線 宇都宮市 直 延長L=790m 18 23 19 23 1,185.2 1,185.2 1,185.2 1,185.2

道路 宇都宮市 直 延長L=210m 20 20 20 20 33.6 33.6 33.6 33.6

道路 宇都宮市 直 延長L=30m 20 22 21 22 4.7 4.7 4.7 4.7

道路 宇都宮市 直 延長L=30m 20 22 21 21 1.2 1.2 1.2 1.2

道路 宇都宮市 直 延長L=161m 22 23 22 23 66.4 66.4 66.4 66.4

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 宇都宮市 直 － 18 22 19 22 498.0 498.0 498.0 498.0

高質空間形成施設

高次都市施設 宇都宮市 直 － 18 23 19 23 2,629.5 2,629.5 2,629.5 2,629.5

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,890.3 4,890.3 4,890.3 4,890.3 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
宇都宮市，ＪＲ 直 18 23 20 23 1,267.1 1,267.1 1,090.2 1,090.2

宇都宮市 直 4,035㎡ 18 22 19 22 2,394.4 2,394.4 2,394.4 2,394.4

－

－

－

－

合計 3,661.5 3,661.5 3,484.6 3,484.6 …B
合計(A+B) 8,374.9

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
栃木県 文部科学省 80,000㎡ 18 22

宇都宮市 国土交通省 0.9ha ○ 21 24

合計 0

8,374.9 交付限度額 0.324

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費

細項目 うち民負担分
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

2716.8 国費率

市道5777号線

市道5730号線

市道5778号線

市道5744号線

市道6149号線

－

－

東口駅前広場，調整池，駐輪場

－

地域交流センター，自由通路

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

雀宮橋上駅舎整備 雀宮橋上駅舎整備 176.9

図書館整備 図書館整備

事業活用調
査

－

－

まちづくり活
動推進事業

－

－

176.9

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

県立宇都宮工業高校整備 県立宇都宮工業高校整備

雀宮駅西口沿道整備街路事業 雀宮駅西口沿道整備街路事業


